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新規分子量分布集約型新規分子量分布集約型新規分子量分布集約型新規分子量分布集約型

ノボラックノボラックノボラックノボラック樹脂樹脂樹脂樹脂

PAPSPAPSPAPSPAPSシリーズシリーズシリーズシリーズ

技術資料技術資料技術資料技術資料 No.PAPSNo.PAPSNo.PAPSNo.PAPS----00006666
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これまでのフェノールノボラック樹脂は未反応モノマーから、低分子量成分、中分子量成分、

高分子量成分までを含む分子量分布が広いものでした。

この度我々は、革新的な合成法を開発し、低分子量成分、中分子量成分、高分子量成分

それぞれに分子量分布分子量分布分子量分布分子量分布がががが集約集約集約集約されたされたされたされたノボラックノボラックノボラックノボラック樹脂樹脂樹脂樹脂(PAPS(PAPS(PAPS(PAPSシリーズシリーズシリーズシリーズ))))の合成に成功しました

((((図図図図１１１１)))) 。これによって、これまで以上に樹脂のあらゆる特性を活かすことができると期待でき

ます。

PAPSシリーズとは

図図図図１１１１ PAPSPAPSPAPSPAPSシリーズシリーズシリーズシリーズのののの分子量分布分子量分布分子量分布分子量分布イメージイメージイメージイメージ
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高分子集約高分子集約高分子集約高分子集約 中分子集約中分子集約中分子集約中分子集約 低分子集約低分子集約低分子集約低分子集約

密着性向上
高流動性

中分子領域中分子領域中分子領域中分子領域

低揮発性 低揮発性

密着性向上
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従来のフェノールノボラック樹脂と変わらない構造((((図図図図２２２２))))を有していま
す。縮合度縮合度縮合度縮合度(n(n(n(n数数数数))))がががが高度高度高度高度にににに制御制御制御制御されているため、流動性流動性流動性流動性････耐熱性耐熱性耐熱性耐熱性など
高い機能性を有します。

OH OH OH

R R R
n

分子構造

図図図図２２２２ ノボラックノボラックノボラックノボラック樹脂樹脂樹脂樹脂のののの構造構造構造構造

R = H,R = H,R = H,R = H, CHCHCHCH3333,,,, etc..etc..etc..etc..

また、今回ご紹介する分子量分布集約型ノボラック樹脂は、フェノー
ルの他、クレゾール類、ビスフェノール類等の様々な原料種について
も対応可能です。
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高いパラ配向性

図図図図３３３３ メチレンメチレンメチレンメチレン鎖鎖鎖鎖ののののｏ／ｏ／ｏ／ｏ／ｐｐｐｐ結合結合結合結合比比比比

フェノール核間のメチレン鎖がパラパラパラパラ位位位位でででで結合結合結合結合しやすいしやすいしやすいしやすい特徴を有しています。

したがってフェノールフェノールフェノールフェノールOHOHOHOH基基基基がががが外側外側外側外側を向いており、エポキシ基等との反応性反応性反応性反応性、

密着性密着性密着性密着性・・・・濡濡濡濡れれれれ性性性性など、従来より高い性能を示すことが期待できます。
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低･高分子量成分が少ないため、同じ軟化点の従来樹脂に対して低粘度低粘度低粘度低粘度

化化化化が可能です。溶融粘度が同じ場合、高軟化点化するためブロッキング

等が減少し、樹脂のハンドリングハンドリングハンドリングハンドリング性性性性もももも向上向上向上向上します((((図図図図５５５５)))) 。また、温度－粘

度曲線からは溶融した樹脂の流動性流動性流動性流動性がががが高高高高いいいいことが示されます((((図図図図６６６６)))) 。

温度‐粘度曲線、溶融粘度‐軟化点の関係

図図図図５５５５ 粘度粘度粘度粘度-軟化点軟化点軟化点軟化点
図図図図６６６６ 温度温度温度温度-粘度曲線粘度曲線粘度曲線粘度曲線

（（（（例外例外例外例外もありますもありますもありますもあります））））
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温度温度温度温度((((℃℃℃℃))))

低分子量樹脂並低分子量樹脂並低分子量樹脂並低分子量樹脂並のののの溶融粘度溶融粘度溶融粘度溶融粘度を示し、高分子量樹脂並高分子量樹脂並高分子量樹脂並高分子量樹脂並のののの高高高高いいいい剛性剛性剛性剛性を

発現します((((図図図図７７７７))))。低溶融粘度化により成形時のフィラー量を増加させ、

硬化特性、流動性 （ヘキサミン硬化系）

図図図図７７７７ 動的粘弾性測定動的粘弾性測定動的粘弾性測定動的粘弾性測定

黒点：従来高分子樹脂

黒：従来低分子樹脂

赤赤赤赤：：：：PAPSPAPSPAPSPAPS樹脂樹脂樹脂樹脂((((中分子量中分子量中分子量中分子量))))

低溶融粘度低溶融粘度低溶融粘度低溶融粘度

高剛性高剛性高剛性高剛性

耐 熱 性 向 上
を図ることが
可能です。さ
らに、溶融時
間 が 長 い た
めシリンダー
安 定 性 が 向
上します。

配合条件

樹脂(Hex10%) ：30
フィラー：70

測定条件
ひずみ：2.0%
周波数：10Hz
荷重：15g
昇温速度：5℃/min.
測定回数：1回/30sec.
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低い揮発性成分

低分子量成分が少ないため揮発分揮発分揮発分揮発分がががが低減低減低減低減した環境にやさしい製品です

((((図図図図８８８８))))。(低分子量タイプを除く)

低分子量成分が少ないため均一な硬化（架橋密度）が期待できます。

図図図図８８８８ 樹脂単体樹脂単体樹脂単体樹脂単体におけるにおけるにおけるにおける熱重量分析熱重量分析熱重量分析熱重量分析

Rate; 10℃/min.
N2 gas; 150ml/min.
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エポキシ樹脂の硬化剤として用いた場合、低分子量成分低分子量成分低分子量成分低分子量成分がががが少少少少ないないないないため、
数平均分子量が同じ場合は分散度分散度分散度分散度がががが低低低低いほどいほどいほどいほど耐熱性耐熱性耐熱性耐熱性はははは高高高高くくくくなります。

耐熱性の向上

長谷川 喜一、接着の技術、vol..20 No.3、2000 「耐熱性エポキシ樹脂」

図図図図９９９９ TgTgTgTg vs.vs.vs.vs. 分散度分散度分散度分散度
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PAPS樹脂の性能を活

かすことができる分野

として一例をご紹介し

ます。ラインアップは

以下の樹脂に限らず

対応いたします。まず

ご相談下さい。

適用用途

エポキシエポキシエポキシエポキシ母体母体母体母体

エポキシエポキシエポキシエポキシ硬化剤硬化剤硬化剤硬化剤

ゴムゴムゴムゴム組成物組成物組成物組成物

電線被覆電線被覆電線被覆電線被覆

などなどなどなど

導電導電導電導電ペーストペーストペーストペースト
成形材料成形材料成形材料成形材料

などなどなどなど

各種各種各種各種バインダーバインダーバインダーバインダー

フォトレジストフォトレジストフォトレジストフォトレジスト用用用用

などなどなどなど

フェノールノボラックフェノールノボラックフェノールノボラックフェノールノボラック

クレゾールクレゾールクレゾールクレゾール
ノボラックノボラックノボラックノボラック

そのそのそのその他他他他
ノボラックノボラックノボラックノボラック

図図図図１０１０１０１０ 適用用途適用用途適用用途適用用途

顕色剤顕色剤顕色剤顕色剤

などなどなどなど

シェルモールドシェルモールドシェルモールドシェルモールド用用用用、、、、

砥石砥石砥石砥石、、、、耐火物耐火物耐火物耐火物、、、、

摩擦材摩擦材摩擦材摩擦材などなどなどなど
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dimer
trimer

①
dimer

②⑤ dimer
③

⑥
dimer

④

⑦

さまざまな用途に応じて核体数核体数核体数核体数をををを高度高度高度高度にににに制御制御制御制御したしたしたした樹脂の製造が可能です。

フェノールノボラック樹脂

図図図図１１１１１１１１ 各種各種各種各種フェノールノボラックフェノールノボラックフェノールノボラックフェノールノボラック樹脂樹脂樹脂樹脂ののののGPCGPCGPCGPC

低分子低分子低分子低分子 中分子中分子中分子中分子 高分子高分子高分子高分子 超高分子超高分子超高分子超高分子

Mn
*1

Mw
*1

低分子① 340 412 1.21 45 49 0.04
中分子② 615 720 1.17 6 83 0.21
高分子③ 688 1035 1.50 1 111 1.24
超高分子④ 1535 7696 5.01 1 150 －
中分子⑤ 631 2028 3.22 12 85 0.97
高分子⑥ 864 2623 3.04 11 105 1.23
超高分子⑦ 950 7926 8.34 8 120 －

軟化点
(℃)

溶融粘度
at 150℃
(Pa・s)

樹脂種

*1: ポリスチレン換算値

PAPS樹脂

従来樹脂

分子量
Mw/Mn ２量体量

(GPC面積％)
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BIP-A
dimer(40%)

残留
BIP-A

残留
BIP-A

残留
BIP-A

①①①①

②②②② ③③③③

④④④④④④④④

ビスフェノールＡノボラック樹脂

フェノールタイプフェノールタイプフェノールタイプフェノールタイプ以外以外以外以外のののの特徴特徴特徴特徴あるあるあるある樹脂樹脂樹脂樹脂の製造も可能です。

図図図図１２１２１２１２ 各種各種各種各種ビスフェノールビスフェノールビスフェノールビスフェノールＡＡＡＡノボラックノボラックノボラックノボラック樹脂樹脂樹脂樹脂ののののGPCGPCGPCGPC

Mn*1 Mw*1

低分子① 555 730 1.3 4.2 118

中分子② 648 926 1.4 3.1 122

高分子③ 939 2168 2.3 2.8 144
従来
樹脂

高分子④ 669 2002 3.0 17.2 119

*1: ポリスチレン換算値

PAPS
樹脂

分子量
Mw/Mn

残留モノマー
(GPC面積％)

軟化点
(℃)

ビスフェノールA
ノボラック
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お問い合わせ先

PAPSシリーズに関するサンプルご請求、ご不明な点など、何なりと
お問い合わせください。

旭有機材工業株式会社旭有機材工業株式会社旭有機材工業株式会社旭有機材工業株式会社

樹脂事業部樹脂事業部樹脂事業部樹脂事業部 高機能材料部高機能材料部高機能材料部高機能材料部

〒〒〒〒101101101101‐‐‐‐0047004700470047 東京都千代田区内神田東京都千代田区内神田東京都千代田区内神田東京都千代田区内神田2222----15151515----9999
TELTELTELTEL：：：： 03030303----3254325432543254----0255025502550255 FAXFAXFAXFAX：：：： 03030303----3254325432543254----3473347334733473

URLURLURLURL http://www.asahi-yukizai.co.jp

本資料のデータは、弊社の実験により得られたものではありますが、実際に得られる結果
について保証するものではありません。ご使用に際しては、使用目的に適合するかどうか
必ず貴社にてご確認ください。

また、この資料の内容を利用される場合、いかなる特許に対しても抵触しないという保証は
致しかねます。
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